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校長 窪田 和彦 

今年も年の瀬が近づいてきました。残り３０日余りです。本校でも２学期期末試験が終わり、成績処理と

学年・学級の２学期のまとめに追われ、まさに師走です。 

しかし、学校にとって１２月とは、１年間

の総括と進学・進級する準備をする３学期を

迎えるための期間だという気持ちが強くあ

ります。１年生は、先輩と呼ばれ、後輩を迎

える、２年生は最上級生として、脈々と受け

継がれてきたものを更なる高みを目指す心

構えを、そして、３年生は、それぞれの進路

に向けて自分と真剣に向き合う準備を迎え

る期間です。 

師走は、そういう部分では、生徒たちに新

たな気持ちへと向かわせる月かもしれませ

ん。 

９月中旬より３年生全員との面談を実施

してきました。３人１組で１５分間という短

い時間でしたが、緊張しながらも卒業後の決

意や将来の夢を一生懸命に伝えてくれまし

た。 

その面接の中で、全員に「南中のことを知

らない人に紹介するとして、一つだけ自慢す

るとしたら、あなたは何を自慢しますか。」

という質問をしました。ここに（右記参照）

挙げられた答えこそが南中生の誇りであり、

伝統であり、校風そのものです。 

学校というところは先輩から後輩へ誇り・

伝統・校風と言ったタスキが託されていきま

す。それは部活動だけでなく、学校生活すべてのことが前のランナーから託された思いのこもったタスキで

す。そして、託されたタスキは、その責任において、なんとしても次のランナーにつながなくてはなりませ

ん。一つでも順位を上げてつなぎたいのはもちろんですが、大切なのは思いを託してタスキを間違いなくつ

ないでいくことです。ゴールまでの距離は学年によって違いますが、ぜひ、託されたタスキを肩にかけ、今

走っていることを自覚してください。 

新しい年を迎えるにあたって、目の前にはっきりした目標を掲げ、1 年間の集大成となる３学期にして欲

しいと思います。 

ご家族で今年一年を振り返りながら、新たな希望と決意をもって新しい年を迎えられますよう願ってお

ります。どうぞ良いお年をお迎えください。 

R 元.10.１現在      学級数 生徒数 
１ 学 年 ８ 30３ 

２ 学 年 ８ 29７ 

３ 学 年 ７ 271 

特別支援 ３ １7 

合  計 ２６ 88８ 

継往開来         


